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出典：事業者からの報告※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。

【詳細】 スマートフォンの価格帯別売上台数の構成比（MNO４者）

価格帯

2020年度
（３Q、４Q） 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

合計売上台数の構成比 合計売上台数の構成比 合計売上台数の構成比 合計売上台数の構成比 合計売上台数の構成比 合計売上台数の構成比

16万～ 0.6%

高価格帯
21.1%

1.6%

高価格帯
27.2%

7.1%

高価格帯
38.2%

10.6%

高価格帯
45.3%

13.3%

高価格帯
47.7%

10.9%

高価格帯
59.1%

14～16万未満 2.7% 4.6% 6.6% 5.7% 5.1% 7.1%

12～14万未満 7.7% 5.5% 12.2% 17.4% 13.6% 21.5%

10～12万未満 10.1% 15.6% 12.3% 11.6% 15.7% 19.5%

８～10万未満 16.7%

中価格帯
44.4%

13.4%

中価格帯
39.6%

5.0%

中価格帯
35.1%

2.5%

中価格帯
29.2%

5.5%

中価格帯
28.0%

7.4%

中価格帯
20.9%６～８万未満 6.4% 5.3% 16.5% 16.5% 15.6% 7.5%

４～６万未満 21.2% 20.9% 13.6% 10.2% 6.9% 6.0%

２～４万未満 31.9%
低価格帯
34.5%

27.3%
低価格帯
33.2%

23.9%
低価格帯
26.7%

20.9%
低価格帯
25.4%

19.4%
低価格帯
24.3%

16.2%
低価格帯
20.1%

～２万未満 2.6% 5.9% 2.9% 4.5% 4.8% 3.9%

19

● 【詳細】 価格帯別 スマートフォン売上台数 構成比（MNO４者）











24利用者の意識（プラン・端末の選択肢に対する意識）

出典：総務省 利用者意識調査

○ 料金プランの選択に当たり、選択肢が十分にあるかについて、「非常にある」「ややそう思う」と回答する者が５割を
超える。一方で、「あまりそう思わない、全くそう思わない」と回答する者の大半は「自分のニーズにあるプランがない」又
は「どのような料金プランがあるのかよく分からない」と回答。

〇 携帯電話事業者や端末メーカ等で販売されている端末の種類について、「種類は十分」と回答する者が４割超と
最も多い。

●料金プランの選択肢に対する意識

n=6,000

●販売されている端末の種類に対する意識

14.3 39.9 25.9 19.82026年9月

非常にそう思う
ややそう思う
あまりそう思わない、全くそう思わない
わからない

54.2%

55.4 43.2 1.32026年9月

自分の利用ニーズ（通信容量、価格帯等）に合うプランが少ない
どのような料金プランがあるのかよく分からない
その他

n=6000

n=1556

●あまりそう思わない、全くそう思わない理由

43.4 38.8 10.6

3.4

3.6

0.22026年9月

携帯電話端末の種類は十分
どちらともいえない
価格帯の選択肢が少ない
メーカーの選択肢が少ない／特定のメーカーに偏っている
自分に合った機能を搭載する端末がない／少ない
その他



25利用者の意識（乗り換えた理由）

出典：総務省 利用者意識調査

○ 携帯電話事業者を乗り換えた理由として「乗り換え先の携帯電話事業者が提供するプランが魅力的だった」と回
答する者が最も多く、５割を超える。

●携帯電話会社を乗り換えた理由

4.6 

14.2 

25.8 

28.1 

52.8 

その他

乗り換え先で、家族割や光回線サービスとのセット割が適用されたり、自分が使ってい
るポイントの還元率が上がったりするから

乗り換え先で乗り換えキャンペーン（端末値引き、キャッシュバック、ポイントバック、通
信料の割引等）を実施していたから

乗り換え先で端末が安く購入できるから

乗り換え先の携帯電話事業者が提供するプランが魅力的だったから（月額料金が
安い、通信品質が良い、利用できるデータ容量が最適だったから、自分のニーズに

合ったサービスがプランに含まれている 等）

2026年9月 （複数回答）
n=2431





27覆面調査の結果について（2024年度・2025年度）

○ 2026年度の調査は現在実施中（調査件数：200件程度） 。
〇 2025年度の調査では、違反が疑われる事案なし（調査件数：75件）。
○ 2024年度の調査では、全体の違反件数は14件であり、2023年度調査と同等水準（調査件数：550件）。

全体 NTTドコモ KDDI ソフトバンク 楽天モバイル
2024年度の調査結果
調査件数 550 150 150 150 100

違反と判断される事案 14
（2.5％） ３

（2.0％）
２

（1.3％）
９

（6.0％）
０

（0.0％）
Ⅰ 利用者に対する端末の購入等をすること

を条件とする原則４万円の上限を超える利
益提供の提示

４
（0.7％） １

（0.7％）
１

（0.7％）
２

（1.3％）
０

（0.0％）
Ⅱ SIMのみ新規契約における２万円を超え

る利益提供の提示
７

（1.3％） ２
（1.3％）

１
（0.7％）

４
（2.7％）

０
（0.0％）

Ⅰ・Ⅱ両方の違反と判断される事案 ３
（0.5％） ０

（0.0％）
０

（0.0％）
３

（2.0％）
０

（0.0％）
【参考】前回（2023年度）の調査結果

違反と判断される事案又は違反が疑われる事案 15/556
（2.7％）

７/152
（4.6％）

４/152
（2.6％）

３/152
（2.0％）

1/100
（1.0％）

Ⅰ 利用者に対する端末の購入等をすることを条件とす
る原則４万円の上限を超える利益提供の提示

12
（2.2％）

７
（4.6％）

2
（1.3％）

2
（1.3％）

1
（1.0％）

Ⅱ SIMのみ新規契約における２万円を超える利益提
供の提示

3
（0.5％）

0
（0.0％）

2
（1.3％）

1
（0.7％）

0
（0.0％）

【参考】前々回（2022年度）の調査結果

違反と判断される事案又は違反が疑われる事案 41/530
（7.7％） 12/150

（8.0％）
10/150

（6.7％）
18/150

（12.0％）
1/80

（1.3％）














